
ほたてがい増養殖IT推進事業
(平成16年度地まき増殖ホタテガイ実態調査①)

吉田達・小坂善信・篠原由香・鹿内満春

本調査は、陸奥湾における地まきホタテガイの実態を把握し、今後の適正増殖を図るための生産及び漁

場管理の指針とすることを目的に、例年実施しているものである。

1 調査方法

(1) 調査期間:平成16年10月4日~平成16年10月14日

(2) 調査対象:陸奥湾内で地まき増殖を実施している蓬田村、野辺地町、むつ市、川内町の4漁協

(3) 調査対象貝:平成15年産員

(4) 調査方法:放流枚数の聞き取り調査を4漁協で行った。 4漁協の放流漁場内でホタテガイ桁網を

曳網し、入網したホタテガイの生死別個体数、大型底生生物の個体数を計数した。ま

た、入網したホタテガイ30個体について調査時殻長、放流時殻長、全重量、軟体部重

量を測定したほか、異常員の有無について観察した。

2 結果と考察

各漁協からの聞き取り調査結果による

と、平成15年産貝の放流実績は表lのと

おりで、総放流数は67，386千枚であった。

このうち年内放流は57，062千枚、翌春放

流は10，324千枚であった。

漁協毎の調査結果を表2に示した。ま

表 1 平成15年産貝の漁協別放流枚数

謹基盤
隼肉放liE 年明{翌春)放涜 合計

放涜枚数 放涜時期 放涜枚数放施時期

進国村 1，530 H15.12.10 1，530 

野辺地町 19.478 H15.11.24-25、27-29 19.478 
むつ市 10.324 H16.4.4-11 10.324 

川内町 36.1白:4..........l:!l.~，1.?:.lQ::::::.t~.........................................................?~. ..Q.~.:4. 
日 ・・..

合計 57.062 10.324 67.386 

た、昭和60年産員からの正常生貝率の推移を図lに、へい死率及び、異常貝出現率の推移を図2に、殻長

と全重量の推移を図3に、軟体部重量と軟体部割合(軟体部重量/全重量x100)の推移を図4に示し

た。試験操業で採捕したホタテガイ全数(死貝含む)に占める正常生員の割合は、全湾平均で65.9%と

平年値(昭和60年~平成14年産貝の平均値74.0%) をやや下回った。中でも、蓬田が30.0%、野辺地が

55.2%と極めて低かった。

表 2- 1 平成16年度地まきホタテガイ(平成15年産貝)実態調査結果

組合 地点 調査月日 水深 放流t(7' 奥績面積 操捕生貝 操捕死貝 生残率 異常貝率 正常生貝率

~ 【!!i2 (盤] l盤l 00 00 00 
蓮田 H16. 10.4 10.0 塾車竃 231 14 26 35.0 14.3 30.0 

野辺地 ① H16. 10. 14 20.0 秩放流 714 53 111 32.3 3.8 31.1 

② H16. 10. 14 15.0 秋放流 603 285 71 80. 1 1.1 79.2 

主畠 658 169 91 56.2 2.4 55.2 

むつ ① H16. 10. 7 13.5 春放流 384 155 17 90. 1 0.6 89.5 

〈太湊} ② H16. 10. 7 13.5 春放流 494 367 35 91. 3 1. 1 90.3 

平均 439 261 26 90. 7 0.9 89.9 

川肉 ① H16.10.8 15.8 秋放流 294 130 15 89.7 2.3 87.6 

② H16.10.8 10.2 秩放流 320 389 38 91.1 1.5 89. 7 

平均 307 260 27 90.4 1.9 88.6 

金平均 68. 1 4.9 65.9 

教放流平均 60.5 6.2 57.9 

重量量呈均 90.7 0.9 89.9 
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表2-2 平成16年度地まきホタテガイ(平成15年産貝)実態調査結果

組合 地点 採捕密度 放流時鍍長 調査時殻長会貫量 軟体部重量軟体部割合鹿賀 残存員

l盈L!!i2 (mm) (mm) w w 【%) (枚)

蓮田 0.17 41.3 85.1 64.6 19. 1 29.6 盈 。
野辺地 ① 0.23 34. 1 82.0 54.1 17.0 31. 5 砂‘ 21 

② 0.59 36. 1 77.6 49.3 12.4 25. 1 砂 39 

平均 0.41 35. 1 79.8 51.7 14.7 28.3 30 

むつ ① 0.45 60.2 74.2 44.4 12.6 28.3 砂泥 3 

(大湊) ② 0.81 57.8 74. 7 44.6 11.0 24.6 砂泥 6 

平士句 0.63 59.0 74.4 44.5 11. 8 26.5 5 

川内 ① 0.49 40.3 73.0 40.9 12.3 29.9 砂 14 

② 1.33 42.5 74.3 42.6 12.4 29.2 砂 。
平均 0.91 41. 4 73. 7 41. 8 12.3 29.5 7 

金平均 0.5 44.2 78.3 50.6 14.5 28.5 

秋放流平均 0.5 39.3 79.5 52. 7 15.4 29.2 

春盤流平均 0.6 59.0 74.4 44.5 11. 8 26.5 

※探捕密度は生員と死員の合計
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図 1 地まき 1年貝の正常生貝率の推移
(全湾平均)

図2 地まき 1年貝のへい死率及び異常貝
出現率の推移(全湾平均)
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図3 地まき 1年貝の殻長及び全重量の推移
(全湾平均)

図4 地まき 1年貝の軟体部重量及び軟体部
割合の推移(全湾平均)

蓬田については、死員の殻長を測定したところ平均殻長が52.3mmと、かなり小さい時点(放流直

後)でへい死していること、キヒトデの生息密度が55個体/100ぱと例年(数個体)に比べて非常に高い

ことから、放流直後にヒトデに食害されたものと考えられた。

また、野辺地についても同様に、死員の殻長を測定したところ沖側で、50.0mm、陸側で、69.1mmであり、

へい死率の高かった沖側では、かなり小さい時点(放流直後)で死んで、いることがわかった。このため、

漁協から放流時の状況を確認したところ、他地区から移殖した種苗を沖側主体に放流したとのことであ

り、これらの種苗の質が悪く放流直後にへい死したものと考えられた。

殻長、全重量、軟体部重量、軟体部歩留りは、全湾平均で、それぞれ78.3mm、50.6g、14.5g、28.5%

であり、平年(殻長76.1mm、全重量46.8g、軟体部重量13.3g、軟体部歩留り28.1%)よりも大きかっ

た。
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地まきホタテガイ漁

業は、下北半島北通地

区東通村(石持、野

牛)でも実施しており、

陸奥湾と同様の調査を

毎年行っている。これ

らのデータと比較した

結果、殻長は陸奥湾西

湾が85.1mm、陸奥湾

東湾が73.7~79.8mm、

下北半島北通地区が

86.6~94.0mm、全重量

は陸奥湾西湾が64.6g、

陸奥湾東湾が41.8~

表3 平成16年度地まきホタ
テガイ実態調査の各地区
の比較
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図7 平成16年度地まきホタテガイ実態調
査の各地区の比較 (Bar=標準偏差)

51.7 g 、下北半島北通地区が61.4~80.6g 、軟体部重量は陸奥湾西湾が19.1 g 、陸奥湾東湾が1 1.8~14.7 

g 、下北半島北通地区が20.5~25.3g であった(表3 、図 7) 。

陸奥湾西湾は東湾より成長が良く、下北半島北通地区は西湾と同程度以上に成長が良好であった。こ

れは、昨年度と同様1)の結果であり、外海、西湾の餌料環境が束、湾よりも、良好なことを反映している

ものと考えられる。

大型底生生物の採捕状況 (100ぱ当りの個体数に換算)を表4に、ヒトデ類の腕長、採捕密度を表5、

図 8~14に示した。

表4-1 平成16年度地まきホタテガイ実態調査における底生生物採捕状況 (100rri当りの個体数に換算)

治協 地点 キヒトデ ニホンヒトモミγ"ガイ スナヒトエゾヒトデイトマキヒニチリンヒ 脅コヒトデヲモヒトデ
デ デ トデトデ

蓬田 ① 55.0 160.3 7.4 1.7 18.6 

野辺地 ① 52 2.7 0.4 0.0 1.5 

② 11.9 10.9 02 0.7 1.3 

平均 8.3 6.5 0.3 0.6 1.4 

むつ ① 2.9 0.8 0.0 0.0 

② 6.1 0.4 4.7 0.2 

平鈎 4.7 0.6 52 02 

JII肉 ① 0.3 0.3 0.3 0.0 。。 0.3 1.4 0.0 

② 36.8 1.6 0.0 0.6 1.2 0.6 0.0 0.3 

平均 19.4 1.0 0.3 0.7 1.3 0.5 1.3 0.3 

金平均 21.8 3.7 40.4 6.3 1.0 10.0 0.4 1.3 0.9 

秋放流平均 27.6 3.7 53.6 7.4 1.0 10.0 0.5 1.3 0.9 

春放流平皇 4.7 0.6 52 0.2 

表4-2 平成16年度地まきホタテガイ実態調査における底生生物採捕状況 (100rri当りの個体数に換算)

11協 地点 キ~ムラツガルウ キ~サン エゾパフマナ ウスノハモスソガイヒレガイペンケイナガーシカキ類 工ポヤ ミネ7:;
サキウこニ ショウウ二ンウニ マコカシパン ガィ ー ツポ

差回 ① 3.0 0.9 3.0 0.9 0.4 

野辺地 ① 0.0 8.8 2.0 0.0 0.1 0.1 

② 2.0 39.5 109.7 6.6 0.0 0.0 

平均 1.8 22.9 51.3 6.1 02 02 

むつ ① 1.6 0.5 0.3 0.3 0.3 

② 13.6 0.6 0.2 。。 0.2 

平均 8.3 0.6 0.2 0.2 0.2 

川肉 ① 0.3 0.0 12.3 0.0 0.0 

② 0.0 5.3 0.9 7.5 0.9 

平均 0.3 5.5 6.4 7.8 1.0 

金平虫歯 1.1 15.6 28.4 4.6 2.0 3.0 0.2 02 7.8 0.9 02 0.7 02 

秋放流平絹 1.1 22.9 28.4 4.6 2.5 3.0 7.8 0.9 0.7 0.2 

春放流平均 8.3 0.6 0.2 0.2 0.2 

-171一



平均腕長はキヒトデが33.2-60.9mm、ニホンヒトデが78.0-103.7mmであり、採捕密度はキヒトデが

5-55個体/loorri(43-的4g/1∞ぱ)、ニホンヒトデは0-7個体/loorri(0 -265g/1∞ぱ)であった。

地区別の採捕密度の推移を見ると、キヒトデは前述のとおり蓬田で55個体/1∞ぱと例年に比べ非常に

高かく、川内も昨年 (79.6個体/100ぱ)より少ないものの19.4個体/loorriとやや高かった。また、

ンヒトデの採捕密度は、いずれの地区でもここ数年は低いレベルで推移している。

平成16年度地まきホタテガイ実態調査におけるヒトデ類の腕長、採捕密度
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図12 地まき実態調査におけるヒトデ採捕密度の
推移(野辺地)

図11 地まき実態調査におけるヒトデ採捕密度の
推移(蓮田)
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図14 地まき実態調査におけるヒトデ採捕密度の
推移(川内)

図13 地まき実態調査におけるヒトデ採捕密度の
推移(むつ)
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